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ボランティア活動をはじめませんか

小・中学校の体育施設を開放します
30年度の登録は１月31日㈬まで

　市内在住か在学・在勤で、指導者や責任者
が明確な、常に10人以上が参加できるスポー
ツ団体を対象に、市立小学校の体育館と運動
場、市立中学校の体育館を開放します。
　▶利用期間　30年４月１日㈰～31年３月
31日㈰　▶開放場所／時間　①小学校体育館
／月曜～金曜日午後６時～９時、土曜・日曜日、
祝日午前９時～午後９時　②小学校運動場／
土曜・日曜日、祝日午前８時～午後５時（30年
10月～31年３月は午前９時～午後４時）　③中
学校体育館・柔剣道場／午後７時～９時　▶申
し込み　土曜・日曜日を除く１月19日㈮～31日
㈬に申請書を文化・スポーツ課へお持ちくださ
い。申請書は１月12日㈮から同課、公民館（大和
田公民館を除く）、市ホームページで入手できま
す。29年度登録団体も申請が必要です。※申請
受付後、調整会議を開催。会議の日程は各学校
と協議して決定します。今回の申し込み以降の
登録は、会議後の施設の
空き状況に応じて、４月
以降に受け付けます　
▶問い合わせ　文化・スポ
ーツ課　481-0305

　市では、平成15年から市民の皆さんに公共
スペースの美化活動に協力していただく｢環境美
化里親制度｣を開始し、現在｢環境美化ボラン
ティア制度｣として2,000人以上の市民の皆さ
んが活動しています。清潔で美しいまちの実現
に、またボランティア活動のはじめの一歩とし
て、身近な公共スペースの美化活動に参加して
みませんか。この制度は、全国的に取り組まれ
ているアダプト（里親）制度と呼ばれています。
参加希望者（団体）は、美化に取り組みたい公園
や道路などの公共スペースを申し出てくださ
い。担当課と調整します。具体的な活動は、①散
乱ごみの清掃、②除草･草刈り、③花壇の管理、
④情報提供（道路や公共施設
の破損などの連絡）です。で
きることをできる範囲で行っ
ていただくものです。
　 （コミュニティ推進課）
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1

大和田（成田街道南側）
村上（3200・3300・3500番台の成田街道南側）
萱田町（成田街道南側）
大和田新田（県道幕張八千代線から東側）
高津（県道幕張八千代線から東側）

休み（第1火）
16（第3火）
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2 八千代台北 ９（第2火）

23（第4火）

3 八千代台西、八千代台南 休み（第1火）
16（第3火）

4 八千代台東 ９（第2火）
23（第4火）

5 上高野 休み（第1水）
17（第3水）
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6 村上団地 10（第2水）
24（第4水）

7 村上（新川の東側）、村上南、下市場、
勝田台北

休み（第1水）
17（第3水）

8 神野、保品、下高野、米本、米本団地、
堀ノ内

10（第2水）
24（第4水）
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9
村上（成田街道北側で新川西側）、萱田町・萱田・
大和田（成田街道北側から東葉高速線南側）、大和田新田

（300・400・500・700 番台の成田街道北側から
東葉高速線南側）、ゆりのき台1・2丁目
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18（第3木）

  　
月
・
水
・
金 

火　

 

２
日
は
休
み 

土　10
高津（県道幕張八千代線から西側）、高津東
大和田新田（100・200 番台の成田街道南側で
県道幕張八千代線より西側）

11（第2木）
25（第4木）

11 高津団地
大和田新田（１～99番地の成田街道南側）

４（第1木）
18（第3木）

12
大和田新田（900・1000・1100 番台の成田街
道北側から東葉高速線南側）、緑が丘2～4丁目、
緑が丘西（東葉高速線南側）

11（第2木）
25（第4木）

13 勝田台 ５（第1金）
19（第3金） 火

・
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14
勝田台南、勝田、ゆりのき台3～8丁目、麦丸、
萱田町（500番台を除く東葉高速線北側）
萱田（東葉高速線北側）

12（第2金）
26（第4金）

15
萱田町（500番台の東葉高速線北側）、
大和田新田（東葉高速線北側）、吉橋、尾崎
緑が丘１・5丁目、緑が丘西（東葉高速線北側）

５（第1金）
19（第3金）

16 真木野、小池、佐山、平戸、神久保、島田台、
島田、桑橋、桑納、大学町

12（第2金）
26（第4金）

年始のごみ収集開始日のお知らせ
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収
集
日

◆
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課
（
４
８
３
）１
１
５
１
ま
た
は

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
４
８
３
）４
５
２
１
へ

　年始の可燃・不燃・有害ごみの収集は１月４日㈭から、資源物の収集は５日㈮から、粗大ごみ
の収集申し込み 483-4506と清掃センターへの持ち込みは４日㈭から始めます。
　本年も引き続き、ごみの減量と適正処理にご協力をお願いします。

不法投棄通報受付専用電話
フリーダイヤル（ファクス兼用）
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0
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粗大ごみ受付専用電話
（収集依頼受付・要予約）
483-4506
平日9時〜16時30分
（祝日を除く）
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皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
た
節
目
の
年
で

し
た
。
市
民
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
を
挙
げ
て
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

感
謝
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
私
に
と
っ
て
も
市
政
の
舵
取
り
を
任
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
特
別
な
年
で
し
た
。
本
年
も
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
不
撓
不
屈
の
精
神
で
、
市
政
運

営
に
あ
た
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
八
千
代
と
い
う
名
は
、
昭
和
29
年
に
八
千
代
町
が
誕

生
し
た
際
に
、
千
代
に
八
千
代
に
と
い
う
想
い
か
ら
、

永
遠
の
繁
栄
を
祈
っ
て
公
募
に
よ
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
将
来
に
わ
た
り
乳
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
の
実
現
に
向

け
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
保
育
園
等
の
整

備
と
し
て
、
新
た
な
認
可
保
育
園
の
開
園
及
び
千
葉
県

の
認
可
保
育
園
へ
移
行
す
る
小
規
模
保
育
事
業
所
を
予

定
し
て
お
り
、
約
２
０
０
人
の
定
員
拡
大
を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
の
包
括
協
定
を
結
び
、

12
月
に
は
大
規
模
３
団
地
の
介
護
専
用
駐
車
場
整
備
が

完
了
し
ま
し
た
。
同
時
に
全
国
で
初
と
な
っ
た
、
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
と
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ａ
︵
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
︶
株
式
会

社
と
の
三
者
間
協
定
に
よ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ
リ
上
で
の

情
報
交
換
と
Ｕ
Ｒ
団
地
か
ら
の
活
動
場
所
の
提
供
に
よ

る
交
流
会
や
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
と
結
び
つ
け
た
、
次
世

代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
推
進
が
図
れ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
年
も
引
き
続
き
団
地
の
再
生
に
向
け
、

連
携
・
協
力
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
四
季
折
々
の
表
情

を
見
せ
る
新
川
周
辺
は
、
水
と
緑
が
調
和
し
た
市
民
の

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
魅
力
を
生
か
し
て

﹁
緑
豊
か
な
環
境
で
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
八

千
代
市
に
﹂
を
基
本
と
し
、
水
と
緑
と
太
陽
の
あ
る
街

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健

や
か
で
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
30
年
の
新
春
を
健
や
か
に
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
市
制
施
行
50
周
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
た
年
で
あ
り
、

様
々
な
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
、
関
係

者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
が
一
体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
協
力
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
新
市
長
就
任
の
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
新
市
長
就
任
直
後
の

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
実
に
４
年

ぶ
り
と
な
る
副
市
長
が
誕
生
す
る
な

ど
、
明
る
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
の
新
し
い
体
制
の
も
と
、
議
会
で

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
指
摘
し
て
ま
い
り

ま
し
た
待
機
児
童
、
本
庁
舎
整
備
、
小

中
学
校
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

は
じ
め
と
す
る
諸
問
題
へ
の
解
決
へ
向

け
た
取
り
組
み
に
大
い
に
期
待
を
寄
せ

る
と
と
も
に
、
私
ど
も
市
議
会
と
し
て

も
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
今
ま
で

以
上
に
全
力
を
注
い
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。　

　
今
年
も
、
市
民
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
全
議
員
が
一
丸
と
な

っ
て
諸
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、

輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
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八
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代
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議
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成
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志


